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国土地理院 20 万分の 1 地勢図「豊橋」



第Ⅰ章　はじめに

１　経緯と経過
　愛知県建設部は東三河地区の主要道路網の整備を図るため、県道東三河環状線の道路改良工事を計画
した。この計画路線には多くの遺跡の範囲にかかっており、東屋敷遺跡の一部も道路工事予定地に含ま
れていた。そのため、愛知県教育委員会生涯学習課文化財保護室による有無確認調査を行い、予定地に
遺跡が展開することを確認した。
　発掘調査は、愛知県教育委員会を通して委託を受けた愛知県埋蔵文化財センターが実施した。調査は
３期に分けて行った。調査面積総計 4,420㎡のうち、平成 20年度調査が平成 20（2008）年 11 月から
平成 21（2009）年３月まで 1,050㎡、平成 21年度調査が平成 21（2009）年 10月から平成 22（2010）
年３月まで 2,060㎡、平成 22 年度調査が平成 22（2010）年５月から８月まで 1,310㎡である。工程
は表１に示した。平成 20 年度調査では段丘崖に面した遺跡の南端を調査し、平成 21 年度調査では調
査区を４つにわけ、南から平成 20年度調査の調査区の北側をA区、市道を挟んだ北側を B区、さらに
小道を挟んだ北側をC区、A区脇の狭小地をD区としておこなった。平成 22年度調査では調査区を４
つに分け、遺跡の北端をA区、箆矢神社北側を B区、東側を北からC区、D区としてそれぞれ調査を
おこなった。調査区については図版扉に示した。なお、平成 21 年度調査中の平成 22（2010）年１月
６日に小学生２人の調査体験を受け入れ、また、平成 22年度調査途中の平成 22（2010）年７月 10日
には現地説明会を開催し、近隣の人々を中心に約 50人の参加を得た。
　発掘調査は平成 20 年度調査では株式会社アコード、平成 21 年度調査では株式会社イビソク、平成
22年度調査では株式会社波多野組の支援を得た。調査手順は、除草後に地表面から表土のみをバック・
ホゥにより除去したのち、国土交通省告示によって定められた平面直角座標第Ⅶ系（世界測地系）に準
拠した５ｍグリッドを設定した。遺物は原則としてこのグリッドごとに取り上げている。遺構面である
黒ボク層および礫交じり粘土層上面まで掘削しながら遺構検出を行い、土坑類は半裁掘削、溝や竪穴建
物跡などは土層観察用ベルトを残して掘削し、必要な記録を採取した後に全掘作業をおこなった。遺構
の実測は電子平板による測量を実施し、成果品は全てデジタルデータで作成した。写真は６×７リバー
サルフィルムとデジタルカメラによる撮影を行った。
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平成20年度調査 平成21年度調査 平成22年度調査
平成 21/ １/ ６　表土掘削開始 平成 21/12/ ８　Ａ区表土掘削開始 平成 22/ ５/21　Ｃ区表土掘削開始

	 	 	 ２/13　１面目全景撮影	 平成 22/ １/ ７　Ｃ区表土掘削開始 　　　		Ｄ区表土掘削開始

	 	 	 ２/18　南拡張部表土掘削開始 	 	 	 １/15　Ａ ･Ｃ区全景撮影 ６/11　Ｃ ･Ｄ区全景撮影

	 	 	 ３/ ５　２面目全景撮影 	 	 	 １/26　Ｂ区表土掘削開始 ６/15　Ｂ区表土掘削開始

	 	 	 　　　		拡張部全景撮影 	 	 	 ２/24　Ｂ区全景撮影 ６/28　Ａ区表土掘削開始

	 	 	 ３/ ９　遠景撮影 	 	 	 ３/ ５　調査終了 ７/10　地元説明会開催

	 	 	 ３/10　拡張部 2面目 ７/22　Ａ ･Ｂ区全景撮影

	 	 	 　　　		全景撮影 ７/28　調査終了

	 	 	 ３/16　調査終了

表１　調査進行表



要　約
　東屋敷遺跡は、愛知県豊橋市石巻本町字東屋敷に所在し、地形的には石巻山の西麓の三輪川右岸の河
岸段丘南縁部に立地している。
　発掘調査は愛知県道路建設課による「道路改良工事（主）東三河環状線」に伴うもので、愛知県教育
委員会を通じて委託を受けた愛知県埋蔵文化財センターが実施した。総面積 4,420㎡で、調査期間は平
成 20年度〜平成 22年度である。
　検出できた主な遺構は各時期に及ぶが、弥生時代後期〜古墳時代前期と近世にまとまりが確認できた。
前者は段丘端部付近に集中する弥生時代後期〜古墳時代前期の竪穴建物群で、後者は調査区全域に広が
る溝による区画と、区画中に展開する遺構群で構成されている。
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